
（別紙４）

はぴはうすポコ
公表日

年月日
R8.3.27

利用児童数 31 回収数 12

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 7 3 2

安心して通わせられる。
楽しんでいる。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 5 4 3

正確な人数が分からない。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

5 4 3

工夫されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

9 1 2

きちんと整理整頓されていて広々活動で
きる場所になっていると思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支
援が受けられていると思いますか。 

8 2 2

個性が違うのでそれぞれ対処してもらっ
ていると思います。
職員と話す機会が少ない。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

5 3 1 3

個性が違うのでそれぞれ対処してもらっ
ていると思います。
職員と話す機会が少ない。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ
れていると思いますか。

5 3 1 3

特性に合った支援をされていると思います。
支援をどのようにしているのか知りません。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま
すか。

6 2 4

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 7 2 3

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま
すか。

8 2 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。

4 5 3

交流は大事だと思います。
ポコカフェ

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

8 2 2

契約時にありました。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ
ましたか。

8 1 1 2

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

2 1 1 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

7 3 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 6 4 1 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 9 1 1 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交
流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 3 1 4

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

5 1 2 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

3 1 2

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

9 1 2

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 10 1 1

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

4 1 7

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が行われていますか。

4 2 6

清潔さや衛生面で不足している部分の改善、活動に
適したスペースが確保できていない箇所の見直しを
行い保護者の方に活動場所に来て頂く機会を設けご
理解につなげていきます。
特性理解が不足している部分の再、支援方法の改善
や専門的視点の強化、必要に応じた研修や外部機関
との連携を行い、より適切で安心できる支援体制を
整えてまいります。
公表している内容と実際の支援内容の差異を確認、
必要な部分の修正や説明不足の改善、支援プログラ
ムの再整理・情報更新を工夫し、保護者様に安心し
ていただけるよう努めてまいります。
特性理解やニーズ把握が不足している部分の再確認、アセ
スメント方法の改善や職員間の情報共有の強化、個別支援
計画の作成プロセスの見直しを行い、よりお子様・保護者
様に十分ご理解いただけるよう努めてまいります。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

本人の成⾧や課題に応じた支援項目の設定
、家族の状況や希望を踏まえた家族支援の継続、将
来を見据えた移行支援の視点の維持など、ガイドラ
インに沿った計画作成を引き続き丁寧に行ってまい
ります。

計画内容と日々の支援の整合性の維持、支援の進捗
確認と計画の定期的な見直し、お子さまの成⾧に合
わせた柔軟な対応を継続し、より質の高い支援を提
供してまいります。
季節や行事に合わせた活動の企画、一人一人の興
味・得意を活かしたプログラムの継続、新しい活動
の導入や環境設定の工夫など、引き続き多様で魅力
ある活動づくりに努めてまいります。
ポコカフェ（お子様が店員となってお客様とおもて
なしする活動）を通して、事業所の枠を超えて地域
の方や偶然訪れた方との交流の場を定期的に設けて
おります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

活動スペースの使い方や安全な動線づくりを見直
し、子どもが安心して運動できる環境を整えていき
ます。保護者の方にも活動場所に来て頂く機会を設
けご理解につなげていきます。
配置数の基準は満たしておりますが、今後保護者様
への周知を工夫してご理解につなげていきます。

構造化された環境の維持と改善に継続して取り組み
ます。また、設備面の安全性や情報伝達の工夫につ
いても、定期的に見直しを行い、より良い環境づく
りを進めていきます。

活動中の様子や気持ちの変化に丁寧に気づき、言葉
だけでなく表情や態度でも「わかっているよ」「大
丈夫だよ」という思いが伝わる支援を心がけていま
す。
ご家族の参加も大歓迎のイベントやポコカフェ（お
子様が店員となってお客様とおもてなしする活動）
などんお交流の場を通して、子育ての悩みや家庭で
の工夫を共有できる機会づくりを心がけてまいりま
す。

情報伝達の方法の見直し、分かりやすい説明や丁寧
な声かけの徹底、こどもの気持ちをより丁寧に受け
止める支援の向上など、より良いコミュニケーショ
ン体制の整備に取り組んでまいります。
行事や利用予定のご案内はSNS等で、評価は弊社の
ホームページにてご案内をしております。分かりに
くさ等があるとのことだったので、リンク等で再度
ご案内するなど工夫してまいります。

相談窓口や対応方法については、利用開始時の説明
時に周知し、必要なときに気軽に相談していただけ
るよう努めています。相談や申入れを受けた際に
は、内容を丁寧に伺い、迅速かつ適切に対応してま
いります。

書類や記録は安全に保管し、外部に情報が漏れないよう配
慮しております。また、利用開始時の説明や重要事項説明
書を通して、個人情報の扱いについて分かりやすくお伝え
し、保護者の方が安心して利用できるよう努めています。

マニュアル内容の説明機会、避難・防犯・感染症対
応などの訓練回数の見直し、訓練結果の保護者への
報告など、安全体制のさらなる充実に取り組んでま
いります。
当事業所では、お子様たちの安全を最優先に考え、非常災害の発生に
備えた訓練を定期的に実施しています。火災・地震・水害など、さま
ざまな状況を想定し、避難方法や安全確保の手順を職員とこどもが一
緒に確認しています。保護者様の参加などの機会を設けて一緒に災害
対策への意識を高められるよう工夫していきます。
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説明内容や順序の見直し、専門用語を避けた分かり
やすい言葉での案内、必要に応じて追加説明や補足
資料の提供など、改善点を具体的に検討し、丁寧な
情報提供に努めてまいります。
計画内容と支援内容の関係を分かりやすく説明する
姿勢の継続、面談時の資料提示や丁寧な説明の維
持、保護者が安心して相談できる環境づくりを引き
続き大切にしてまいります。
「性教育」などの講演会を開催し、より専門的な視
点からのアドバイスやご家庭で取り組みやすいこと
などを共有・日常への汎化につなげていけるよう取
り組んでまいります。
口頭のみではなく、保護者様にとって分かりやすい
情報共有の方法を工夫してまいります。

送迎時の声かけや連絡帳を通して、気軽に相談して
いただける環境づくりを心がけています。保護者の
皆さまが安心して相談できる体制を整え、より良い
支援につなげていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
 。

8 2 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

8 2 2

できている。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  10 1 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 4 1 1

いつも「やったー!」と言ってニコニコ
で出て行きます。

29 事業所の支援に満足していますか。 9 1 2

満足している。

等
の
対
応

満
足
度

保護者の方からいただくご意見や日々のやり取りを大切に
し、支援内容に反映させることで、より良いサービスの提
供に努め、お子様が楽しく安心して通える場所であり続け
るために、支援の質の向上に取り組んでいきます。

当事業所では、お子様に怪我や事故が発生した際、速やか
に保護者の方へ連絡を行う体制を整えております。今後
も、迅速で誠実な対応を徹底し、こどもたちが安全に過ご
せる環境づくりを続けてまいります。

また、お子様の特性やその日の体調・気分に合わせて活動
内容や支援方法を調整し、無理なく参加できるよう配慮し
ております。職員同士でも情報共有を行い、こどもが安心
して通所できるよう一貫した支援を心がけていりまます。

お子様一人ひとりのペースや気持ちに寄り添い、無理なく
参加できるよう支援方法を調整しています。その日の気分
や体調に合わせた声かけや活動の工夫を行い、お子様が
「ここは安心できる場所」と感じられるよう努めてまいり
ます。

避難経路や緊急時の対応方法、災害時の連絡体制などにつ
いて、利用開始時の説明や必要な情報がいつでも確認でき
るようにしております。今後も、安全確保の計画を定期的
に見直し、保護者の方にも安心していただけるよう、丁寧
な周知と確実な実践を継続してまいります。


